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7. 『パーキンソン病治療で新発見』 CBC （2012.6.26 テレビ）              他10件 

 

[アウトリーチ活動] 

第5回脳プロ公開シンポジウム「基礎研究が支える脳科学 ～日本発、世界へ～」 

体験展示：「霊長類で脳の特定の神経回路を“除去”する遺伝子導入法を開発」 

（2013.2.2 学術総合センター、東京都） 

 


